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Ｒ4.1.20（木）18:30～
第５回柵原地域義務教育学校開校準備委員会

≪校歌決定までの流れ≫

　総務・ＰＴＡ部会において、校歌の選定方法を検討。

　開校準備委員会において、総務・ＰＴＡ部会が提案した選定方法を了承。

　事務局において、決定した選定方法に基づき事務処理。

　募集、応募作品 　募集、言葉・フ 　依頼先の選定、 　依頼先の選定、
の取りまとめ等 レーズの取りまと 依頼 依頼

め等 ※ 経費必要

　総務・ＰＴＡ部 　総務・ＰＴＡ部 　総務・ＰＴＡ部会において、校歌案
会において、ある 会において、ある としての検討。
程度まで歌詞候補 程度まで言葉・フ
の絞り込み。 レーズ候補の絞り
　必要に応じて補 込み。
正作業。

　開校準備委員会 　開校準備委員会 　開校準備委員会において、校歌案と
において、歌詞の において、言葉・ して了承。
決定。 フレーズの決定。
　必要に応じて補
正作業。

　事務局において 　事務局において
決定した歌詞によ 決定した言葉・フ
り作曲を依頼。 レーズにより作詞

・作曲を依頼。

　教育委員会定例会において、校歌の議決。

第２段階
（準備委員会）

第１段階
（総務・PTA部会）

柵原地域義務教育学校　校歌の選定方法について

or or

or

第７段階
（教育委員会）

第６段階
（事務局）

第５段階
（準備委員会）

第４段階
（総務・PTA部会）

第３段階
（事務局）

歌詞公募

専門業者・大学等へ依頼 小・中教職員で作成

歌詞の言葉・フレーズ公募

歌詞公募
歌詞の言葉・フ

レーズ公募

専門業者・大学

等へ依頼

小・中教職員で

作成
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資料３-１

１．校歌決定までのパターン（第３段階以降）

　（１）校歌の歌詞全体を公募　＜案１＞

　（２）歌詞に使用する言葉・フレーズを公募　＜案２＞

　（３）専門業者・大学等へ校歌作成を依頼　＜案３＞

公募により校歌の歌詞全体の応募を募る。

総務・ＰＴＡ部会である程度まで歌詞の候補を絞り込み、必要に
応じて補正を加える。

開校準備委員会で歌詞を決定し、必要に応じて補正を加える。

決定した歌詞により作曲を依頼。

町教育委員会定例会において、柵原学園（仮称）の校歌として議
決を経て最終決定となる。

開校準備委員会で検討のうえ、校歌案として了承する。

公募により歌詞に使用する言葉・フレーズの応募を募る。

決定した言葉・フレーズにより作詞・作曲を依頼。

専門業者・大学等に校歌の作成を依頼する。

総務・ＰＴＡ部会である程度まで言葉・フレーズの候補を絞り込
む。

開校準備委員会で言葉・フレーズを決定する。

総務・ＰＴＡ部会で検討のうえ、校歌案とする。

町教育委員会定例会において、柵原学園（仮称）の校歌として議
決を経て最終決定となる。

町教育委員会定例会において、柵原学園（仮称）の校歌として議
決を経て最終決定となる。
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資料３-１

　（４）柵原地域小中学校教職員で校歌作成　＜案４＞

　（５）旭学園のパターン　＜参考＞
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現行の旭小学校・旭中学校の校歌を第１校歌・第２校歌として継
続する。
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現行校歌中の「旭小」「旭中」の部分変更を検討する。

開校準備委員会で検討のうえ、校歌案として了承する。

柵原地域小中学校教職員で校歌案を作成する。

総務・ＰＴＡ部会で検討のうえ、校歌案とする。

開校準備委員会で検討のうえ、校歌案として了承する。

町教育委員会定例会において、旭学園の校章として議決を経て最
終決定となる。

町教育委員会定例会において、柵原学園（仮称）の校歌として議
決を経て最終決定となる。
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現在の柵原西小学校・柵原東小学校・柵原中学校の校歌

③　次のＱＲコードから、美咲町電子申請サービ
　スにより応募。

柵原地域在住者・出身者
柵原西・柵原東小学校、柵原中学校在校・卒業生
柵原地域保育園・小学校・中学校教職員 ※「利用者登録せずに申し込む方は

　　こちら」からご利用できます。

令和4年　月　　日（　）～　月　　日（　）
◇言葉・フレーズの応募点数は問いませんが、そ
　れぞれの言葉・フレーズに込めた想いを記入し
　てください。

①　本チラシ裏面の応募用紙に必要事項を記入し、 ◇採用された言葉・フレーズは、必要に応じて修
　応募箱への投函により応募。 　正する場合がありますので、ご了承ください。
　※　応募箱設置場所 ◇採用された言葉・フレーズは、作詞者により校
　　美咲町教育委員会、柵原総合支所、柵原図書 　歌の歌詞に入れてもらいます。
　　館、柵原西保育園、柵原東保育園 ◇他者の著作権、商標などの権利を侵害しないよ

　うにしてください。
②　本チラシ裏面の応募用紙に必要事項を記入し、 ◇応募作品について第三者からの異議申し立て、
　郵送またはＦＡＸにより応募。 　苦情等への対応については、費用負担等も含め
　※　郵送、ＦＡＸ送信先 　応募者が対応するものとします。
　　〒709-3717 ◇応募に係る費用は、応募者の負担とします。
　　美咲町原田1735 ◇応募作品は返却しません。
　　美咲町教育委員会教育総務課内 ◇作成された校歌に関する権利は、美咲町教育員
　　柵原地域義務教育学校開校準備委員会事務局 　会に帰属するものとします。
　　ＦＡＸ：0868-66-3730 ◇個人情報は、本目的以外には使用しません。

美咲町電子
申請ｻｰﾋﾞｽ

　柵原西小学校・柵原東小学校・柵原中学校を統合し、令和６年４月に開校する義務教育学
校の校名が「美咲町立○○○○」に決定しました。新しい校歌を作成するために、歌詞に入
れたい言葉・フレーズを募集します。子どもたちや地域のみなさんから親しまれる校歌にす
るため、多くのご応募をお待ちしています。
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応募資格

応募期間

応募方法

応募上の注意等
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１．校歌に入れたい言葉・フレーズ

※ 記入欄が不足する場合は、コピーしてご使用ください。

２．応募者

 □ 柵原地域在住者  □ 柵原地域出身者

 □ 柵原西・柵原東小学校児童  □ 柵原中学校生徒

 □ 柵原西・柵原東小学校、柵原中学校卒業生

 □ 柵原西・柵原東保育園、柵原西・柵原東小学校、柵原中学校教職員

美咲町柵原地域義務教育学校開校準備委員会　事務局

〒709-3717　岡山県久米郡美咲町原田1735
美咲町教育委員会　教育総務課
TEL 0868-66-2873　　FAX 0868-66-3730

開校準備委員会のＨＰ

ふりがな
性　別 □ 男　□ 女 年 齢

氏　名
電話番号 （　　　　）

住　所

応募資格

（〒　　　-　　　　）

歳

1
　言葉・フレーズに込めた想い

　校歌に入れたい言葉・フレーズ

美咲町立○○○○　校歌に入れたい言葉・フレーズ応募用紙

　言葉・フレーズに込めた想い

3

　校歌に入れたい言葉・フレーズ

　言葉・フレーズに込めた想い

2

　校歌に入れたい言葉・フレーズ


